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12月 4日 (金～)人権週間 アメリカの外交官・ポインセットが、

7日 (月) 大雪 メキシコからアメリカに持ち帰り、園芸

13日 (日) 事始め・煤払い 化に成功したことから、その名をとって

22日 (火) 冬至 名づけられた花・ポインセチア。

23日 (水・祝)天皇誕生日 赤と緑のコントラストが美しい、この

24日 (木) クリスマス・イヴ シーズンにピッタリの花です。花言葉は

31日 (木) 大晦日・大祓い 祝福、窓辺に一鉢 いかがですか？

 12月 2日 ～ 18日(金)　１２月定例議会

6日 (日) 連合愛知政策推進議員懇談会

13日 (日) 元刈谷地区芸能発表会

14日 (月) ･16日(水)･22日(火)　くらしの相談

17日 (木) 自動車総連代表者のつどい

23日 (水) ユタカ議員協議会研修会

いよいよ締めくくりの月、第九の演奏会と共に各地で様々なコンサートが

開催され、暮れ行く年を惜しむかの如く 何故か切なさを胸に抱くこの頃です。

静かなに聖夜に似合う しっとりとした大人のクラシックをご紹介しましょう。

世に言う 世界の三大アヴェ・マリア、多くの作曲家が同名を冠して作曲し

ていますが、その中で最も人気の高いシューベルト、グノー、カッチーニの

三作品とされ、世界中で親しまれ多くのファンに愛されている歌曲です。

シューベルトはウォルター・スコットの叙事詩"湖上の美人"に、伸びやかな　

美しい旋律で曲付けしました。これがシューベルトのアヴェ・マリアです。

次にグノーは、バッハの平均律クラヴィーア曲集の前奏曲に、ラテン語の

聖句アヴェ・マリアを用いて声楽曲を完成させました。最後にカッチーニは

イタリア ルネサンス末期・バロックの作曲家ですが、その名を借りて出典し

たのはソ連の作曲家・ヴァヴィロフ。"アヴェ・マリア"を繰り返す幻想的で

優美な曲調は 胸に感動の嵐を呼び、深く心を魅了されるに違いありません。

暮れ行こうとしている年の瀬、今年も

また 歳末助け合い運動が始まります。

経済の歪みの中で困窮 疲弊する人々

また、多くの災害に見舞われた方々に

温かな新年を迎えて頂きたいものです。

さて12月12日、世界に向けての朗報、

地球と 将来の世代にとって歴史的な転換

となるニュースが配信されました。

1ヶ月前、あの悲惨なテロ事件が起きたパリで、

地球温暖化対策の国連会議ＣＯＰ２１が開催さ

れ、発展途上国を含むすべての国が協調して温

室効果ガスの削減に取り組む初めての枠組みが

京都議定書以来１８年ぶりに採択されました。

日本でも今後、再生可能エネルギーへの転換

や新たな研究開発商品を生み出すことに繋がる

ことが期待されます。

一方、国内でも希望的な出来事、半世紀ぶり

に国産旅客機ＭＲＪの初飛行が成功しました。

愛知県は、航空宇宙産業の国際戦略総合特別区

域に指定されています。

刈谷市も最先端のものづくりを有したまち。

今後も環境にやさしく、得意の技術力を活か

したまちづくりに向け尽力して参ります。

陰鬱な冬の雲を和ませるような 丸い塔。
ちびっこ姫には 夢のお城、わんぱく王子には
憧れの基地です。
リピーターがいっぱい！
さて、ここはどこでしょう？

11/1発行の＜№57＞の答えは､大手町
のパン食菜館トレトゥールでした。

中央図書館前、洒落た佇まいのお店の色
鮮やかな野菜たっぷりの欧風惣菜も人気です。



　

１１月のフットワーク 

市民クラブ会派による 行政視察報告 刈谷市 都市交通戦略の概要紹介 

日　程 視察先 視察テーマ

11月18日 彦根市 『歴史まちづくり事業』について

11月19日 金沢市
『自転車の安全な利用の促進に関する
　　　条例の具体化策事業』について

（11月19日） 

金沢市 

（11月18日） 

彦根市 

【視察参加者】市民クラブ議員（６名）

  中嶋 祥元　鈴木 浩二　山内 智彦　黒川 智明　佐原 充恭　伊藤 幸弘          　

計画策定 
平成２４年 

目標達成 
平成４２年 

刈谷市が 
目指す交通網 

▼ 基本理念：『“ひと”と“環境”にやさしく 
       持続可能な都市交通体系』の構築を目指す。 

(1)
自動車交通が円滑に処理されることにより力強い産業活動が
維持され、市民も快適に移動できるモビリティの高いまち

(2)
だれもが、いつでも、どこからでもまちなかに行きやすく、
安全かつ快適にまちなかを巡ることができる賑わいあるまち

(3)
産業活動の支援と環境負荷軽減の両立を可能とする先進的な
都市交通体系が構築された地球環境にやさしいまち

交流 まちの一体化とにぎわいづくりに資する年交通体系の構築 

生活 交通手段が適切に組み合わされた安心・安全な年交通体系の構築 

環境 企業と地域社会が一体となったエコモビリティライフの実現 

産業 産業交通を円滑に処理することができる都市交通体系の構築 

H29 H34 H42

①
通過交通と市内交通を分離する交
通ネットワークの形成

(都)名古屋岡崎線・(都)豊田刈谷線
(都)半城土広小路線
刈谷南北縦貫道路の整備　　他

整備率
84%

←
88%

←
96%

②
問題交差点の解消に向けた個別対
策の実施

稲場町交差点・司町交差点
高須町交差点　他

1ｹ所 3ｹ所 検討

№
施策の目標達成度

主な施策基本施策

①
刈谷駅周辺地区における安全で快
適な移動環境の創出支援

刈谷駅北口の整備
逢見線
の整備

②
まちなかのにぎわいづくりを支援
する交通体系の構築

バス交通の整備
市内

南北線
整備

地域
路線
整備

ﾊﾞｽ
ﾈｯﾄﾜｰｸ
形成

刈谷駅前線
の整備

①
体系的で利便性の高い公共交通
ネットワークの形成

主要な乗継ぎ拠点の整備
市内

南北線
4ｹ所

市内
南北線
5ｹ所

その他
14ｹ所

②
安全で快適な自転車・歩行者ネッ
トワークの形成

自転車通行帯等の整備 11km 23km 34km

③
自動車交通需要（旅客）の適正化
への誘導

復員15m以上の道路整備延長 4km 9km 27km

④ 安心・安全な都市交通体系の構築 緊急輸送道路等の整備 実施 → →

① 環境に配慮した交通行動の促進 カーシェアリング等の実施 実施 → →

② 低炭素型自動車の普及・促進 電気自動車用電気ｽﾀﾝﾄﾞの設置 10ｹ所 10ｹ所 50ｹ所

〔目的〕金沢市は、自転車利用の条例制定など、刈谷市の今後の自転車通行施策の参考と 
  なる事例が多いことから現地視察を行なう。 

〔金沢市が取組む自転車交通施策の概要〕 

 ① ｢自転車マナーアップの日｣設定による街頭指導強化 

 ② 高齢者の地域サイクルマナー教室の実施 

 ③ 交通事故のマップ化による道路整備の強化 

 ④ 自転車通行帯の路側線および自転車優先マークの 
   道路標示の実施。⇒ 自転車の路側線により車道が 

              狭くなったが、自動車の 
              スピード抑制につながり 
              効果を上げていた。 

〔所感〕金沢市は、車優先から自転車・歩行者を優先し、 

 自転車事故の発生箇所の解析を警察と協働で道路環境の 
 整備につなげていた。刈谷市も事故の解析を強化すると 
 共に、自動車通行量を減らす取組みも重要と感じた。 

【彦根市の『歴史まちづくり事業』について】

【金沢市の『自転車の安全な利用の促進に関する
条例の具体化策事業』について】

〔目的〕彦根市は、国宝彦根城を中心に観光による地域経済の 
  活性化を図っている。刈谷市の亀城公園再整備事業も観光 
  に繋げる必要があり、彦根市の取組みを視察する。 

〔彦根市が取組む歴史まちづくり施策の概要〕 
 ① 産・官・学による歴史まちづくり計画の策定 

 ② 国の「まち並み環境整備交付金」を受け整備を推進。 
 ③ 市補助金を交付による歴史的建造物保存修理事業実施 等  

〔所感〕刈谷市の亀城公園再整備も産･官･学で周辺地域も含めた歴史文化ゾーンとしての 
  一体的な事業計画を策定して、国・県からの交付金を活用し､観光交流人口の向上と地 
  域経済の活性化を図る取り組みを急ぐべきと感じた。 

池田屋敷長屋門修理 辻番所ほか足軽屋敷修理 

彦根市役所前にて 

金沢市の全交通事故
における自転車事故の割合

14.8%

20.2%

15.4%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

H20 H23 H26

金沢市役所にて 

金沢市の
交流人口
Ｈ２６
７５万人

Ｈ１６
４０万人

▼ 目標像 


